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で相撲の還饗を催したというところがある その折、左右の大将と人々の奏でる楽の音に合わせ 侍従源仲澄が「落蹲」を見事に舞ったのだが その舞を褒めるにあたり、
 





























結婚して娘を授かった。そ 娘が四歳だった年の夏、俊蔭は、持ち帰った琴を帝や春宮 左右 大臣他に献上した。
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帝は御前で琴を演奏するように命じ、俊蔭を春宮学士から琴の師に転任させようとした。しかし、俊蔭は拒否し、三条京極の邸に隠棲した。この間の帝は嵯峨で、これは、仲忠が出仕することになった折に朱雀帝が兼雅にした昔話によりわかる。正頼が十歳で舞ったとすれば、 兼雅誕生の三年前、 そ 舞は俊蔭が帰国した頃の出来事になる。つまり、正頼が童舞で名を馳せたという記憶は、嵯峨帝の時代の盛事を刻印していることで、その時代に琴を日本に将来した俊蔭の記憶に繋がり、その孫である仲忠に大きな期待を呼
び起こす。これは、正頼が飲酒を強要し、愛娘の九女あて
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「霊異と栄誉―「楼の上」の主題」 （『講座平安文学論究』第十二輯、風間書房刊、一九九七年）などでは、こ 数字に「十」を加えた説明を試みるなど これに「違和 がある 指摘している。 「十」を加算すると 兼雅が仲忠と初対面する前に生まれていたことにな が、仲忠の幼い頃を知 ない兼雅は小君 初対面し、仲忠も「稚児」だっ 頃このよう 可愛らしかっ ろう 想像している。兼雅が仲忠に初めて会った は仲忠 十二歳の時で 場所は北山うつほであった。つまり、兼雅も、十二歳に る前の
仲忠の姿を、小君の姿から想像したのである。
 





















































中心憎くおぼえ まへる、かぎりなき色好みにて、広き家に多き屋ども建てて、よき人々の娘、方々に住ませ 、住みたまふありけり」と「藤原の君」 巻に紹介され いた。詳しくは語られないが、 「俊蔭」の巻の出来事をすでに読者は知っているので、 「広き家」 一条邸であることや、そこに嵯峨院の女三の宮 はじめとする妻妾が住み、兼雅には将来の春宮妃にと思う娘がいることも思い浮 べること なる。 「十五歳ばかり」 で俊蔭の娘 出会って ら少なくとも十五年 経過した い のであ から 俊蔭 娘と仲
忠がすでに三条邸に住んでいることも暗黙裏の了解事項で
ある。しかしながら、兼雅は仲介役を頼んだ祐澄に対して、先ず あ 宮がまだ幼かった時から気にな ていたと言い、次に、あて宮へ 思いは祐澄が北 方の 若 」 寄せた思い 異なら と 話してい 。俊蔭の娘を三条邸に住まわせ 前から好意を持 た あり、あて
高貴さからすれば懸想するのは当然だと、全く好き勝手な
理由を並べ立てたのであるが、これにはさすがに祐澄も、住むべき家のな 者 す ち未婚の者が正頼家 娘 求婚するべきだと難色を示 いる。
 




あり、そこでは、俊蔭の娘への思いと整合性が取れているのである。共時的に捉えすぎると、誠実と多情の併存という性格の「矛盾」を必要以上に際だてることになりかねな が、俊蔭の娘と仲忠は兼雅の愛情を失わないという点の一貫性は、稲員直子の論文「 『うつほ物語』の兼雅―人物像の二重性を考察して」 （「日本女子大学大学院文学研究科紀要」第５号 一九九九年三月）で指摘された通りである。
 
 











も、 もとよりこの例に洩れないが、 「蔵開」 の巻に登場しなかったこと は、 次のよ な理由が見出せる。 そ 理由は、石作寺でのことを仲忠から聞いた兼雅の言葉の中にあ 。兼雅は、仲忠の外祖父の正頼が多くの子どもたちを引き連れ朝廷に仕えていることを引き比べ、仲忠には勢威にお てそれら 凌駕するほどの力があ 言 のだが、その力は仲忠が比類のない一人子であるから特に認められてきたのだと語る。そして 息子が二人にな 求心力 低下すると案ずるのであろう、不利益にな のではないかと、小君の引き取 に関 て消極的な態度を示 てみせた である。これ 、小君の存在が表沙汰にならな った物語展開上の理由が兼雅 口から語られ も と見られ 。
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  前引の通り、小君は生まれてすぐに源宰相の君の母が引き取り、兼雅に会わせなかった。このことがその存在が表




















気になれば一条邸の外で二人は秘かに会う機会を持て のである。し しながら、 れは前の力学的な論理があて宮の春宮の後宮入りで均衡を失うまでは持たれ得ず、 「 宮」 巻以前、すなわち仲忠が二十二歳の十月頃まではかった。小君に対する仲忠 印象をいう「八 九歳ばかり」は、藤壺腹の第一皇子（春宮）の年齢 ちょうど同じく
























一年後の還饗とする説（岩波大系、角川文庫）の根拠は年立であるが 還饗 様子は「例のごとなむ」と、 「俊蔭」
巻末を受けて省筆される。還饗の席で正頼に飲酒を強いられた仲忠は、席を外して氷を取って休息し そこで仲澄
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わない。 「乙子」は、前田本では「をとね」 （嵯峨の院 巻） 「おとこ」 （菊の宴の巻）とあり、月の最後の「子」の日を意味する語。湯浅吉美編『増補日本暦日便覧』 汲古書 刊、一九九〇年）で調べると、例えば、天延二年（九七四）一月二十七日丙子、同二年同月同日庚子、また 貞元二年
（九七七）一月二十七日戊子、天元元年（九七八）同月同
日壬子というように、二年続けて同じ が「子」になることがままあったと知られる。また、仁寿殿 女御が懐妊し












ここでも結論を先に示すと、 「嵯峨の院」の巻末は 嵯峨院」の六十の算を賀す祝宴 菊の宴」の巻は「嵯峨院の







次に引用する「嵯峨の院」の巻のＡでは 先ず嵯峨院の大宮（ 「この君たち 母宮」 ）が「御賀」の屏風等 準備に
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むと見たまはば 急ぎたまひてむ。正頼が侍る甲斐なく、いかでと さるることの、いとあやし 。かね より、一つの事も欠かずして、ただ年の返らばさぶ せたてまつらむ こそ思ひしか。己
⑥
が急ぎをのみ、世とと
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を。子ども も御覧ぜさせよ」 。 「
⑨
だならむやは」 。 「男子は遊びし、女は物の音掻き鳴らして聞こし召させた
まへかし」 。 「舞には、親王たちの御子ども、左大弁、兵衛督、中将などの御子ども出さるなりや。宮あこ、家あこなどをば、例の人にはあらで、仲頼、行正ら て いかで習はせむとなむ思ふ」 。
 














































































































































宴では、 雅楽や童舞も披露され、 親王公卿五位以上が悉く歓飲した ということである（
 （
8）




行事として位置づけられ わけ 嵯峨院の六十の算に合わせ、帝以下 実施する賀 催し、その中 諸















忠こそが童殿上して仕えていたこと（忠こそ、春日詣の巻）など 「嵯峨 院」 巻までに語られるが、仲忠やあて宮の物語の中では影の薄い存在であった。
 
 
年立のうえでは「俊蔭」の巻 「忠こそ」 巻を元として含む関係にあり、 「忠こそ」の巻は全て嵯峨帝 時代 物
語であるが、 「春日詣」の巻頭にはその 忠こそ」の巻を承け、 「かか ほどに年月過ぎて、その時 帝 下り居 まふ。春宮、国領
し
りたまひて、年頃世の中平らかに国栄えてあり」と、朱雀帝の時代となったことが語り出される。嵯
峨院が健在 ことは正頼 忠こそに告げるところ（春日詣の巻）から知られ が、そこでは 二十年前に失踪した忠こそに向かって近況を院に知らせるべきだと言われるにすぎない。し しなが 紀伊国育ちの嵯峨院 源氏、涼も登場してくるにつけ、嵯峨 の存在感 増す。 「吹上下」の巻では涼の晴れ舞台 吹上の重陽の宴 朱雀帝主催の神泉苑での紅葉の「賀」もある。嵯峨院と大后宮の長寿を祝賀する行事が二年連続するが、 「嵯峨 院」巻末の
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故実相応の事柄を示して事を盛り立てる は、 「菊の宴」の巻の乙子の祝賀は「嵯峨 院」の巻の〈先例〉がある賀





























25」歳。 「岩波大系」の本文は「廿〈二〉 」で、校注には「六（流前） 」とある。ただし、
校注者河野多麻の『うつほ 傳本 研究』 （岩波書店刊、一九七三年）六三一頁に「廿二 としたのは誤りで「廿五」とすべきだったとある。 「岩波大系」第三冊解説には「廿五」歳とあ 、それは「年立表二」からすると、藤壺腹の二
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の宮の年齢に基づく由である。二の宮は、懐妊に関して「二、三月より」 （あて宮の巻）と示されるので仲忠が二十四歳の年の十二月の誕生で、 「沖つ白波」の巻の、女一の宮がいぬ宮を妊娠している時点で年齢が「二」歳、しかも這い這いだからという理由である。しかし、仲忠が「二十六」歳で、二の宮の年齢は「二」 （沖つ白波の巻）とする本文では、妊娠した 翌 一月に出産したと示すことになるう
え、いぬ宮（二歳）の百日の祝いをする正月二十五日頃の












脈動する文学精神の軌跡として」 （「国文学解釈と教材 研究」三一巻一三号、一九八七年一一月）が指摘する通り、せめて嵯峨院の後援でもなければ力は弱く、藤原太政大臣と十分に張り合え かったと思われる。それでも、年立を考えながら物語を読むと、皇子誕生をめぐり正頼家 人々にさまざまな思惑の交錯した過去があったこと 歴然としている。
 
 





正道寺康子・稲員直子編『うつほ物語の総合研究２古注釈編１』 （勉誠出版刊、二〇〇二年）の『空物語玉琴』の翻刻、 『うつぼ物語五』 （日本古典全集、現代思潮社刊
（日本古典全集刊行会刊（一九三三年）覆刻） 、一九









「岩波大系」 （日本古典文学大系、全三冊、河野多麻、岩波書店刊、一九五九～六二年） 、 「古典叢書」 （全五冊、野口元大、明治書院刊、一九六九～九九年） 、 「
角川文庫」 （全三冊、原田芳起、角川書店刊、一九
六九～七〇年） 、 「おうふう」 （室城秀之、おうふう刊、
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ところ」として「菊の宴」との重複の問題に言及し、 「嵯峨の院」に限れば、物語内容に不審はないとするが、頭注も年立図も重複を認めているので、限れば云々は、成立過程に関する問題について言うとみられる。成立過程論については「角川文庫」 「新編全集」が取りあげる。本来的には「菊の宴」 のみあるべき話題が破棄されずに残ったとする見解である。なお、上坂信男の『古
代物語の研究―長篇性の問題』 （笠間書院刊、一九
七一年）所収の論文「 「嵯峨院」 ・ 「菊宴」両巻の本文重複現象について」 、成立過程 関する諸説を見わたしたうえで 「重複部分を共存させても差支なかろう」 「補筆修正の際にその大后六十賀の部分 記事を取り除いたにもかかわら 、 された重複部分は作者も存在を認
め、したがって読者もまたそれを異とせず享受して

































































































































































文庫本にも存する。 女一の宮は妊娠しているが涼の北 方さま宮はそうではない頃の正頼の三条邸の様子を記した本文であるから、藤壺腹の 宮を同腹 一の宮と年子の十二月生まれと考え、 「このと」を「三 つ） 。めのと」と訂すると、 「二つ三つばかりなる稚児の、急ぎて這ひ来る」 （三巻本枕草子、うつくしきもの）ともある時期、 生後一年一ヶ月頃の、 這い這いからひとり立ちへ いう時期にあたるうえ、 「蔵開下」 の巻に 五」歳の一の宮と年子 して記す 二 宮の年齢「よつ 符合する。
 
